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お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？ 171

ぎ
の

わ
ん
の
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〔其の38〕

西
普
天
間
住
宅
地
区
の
歴
史
の
道

昨
年
度
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
の
「
斜
面

緑
地
」
に
お
い
て
、
雑
草
木
を
掻
き
分
け
て

の
現
地
確
認
や
関
連
資
料
に
よ
る
調
査
が

行
わ
れ
、
古
い
時
代
の
道
跡
が
残
っ
て
い
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

同
地
区
の
ル
ー
ト
は
「
中
頭
方
西
海
道
」

の
一
部
で
、
山
手
側
の
か
つ
て
の
「
正
路
」
と

思
わ
れ
ま
す
。
喜
友
名
泉
（
国
指
定
文
化
財
）

を
含
む
複
数
の
湧
水
を
ぬ
う
よ
う
な
配
置

に
見
え
ま
す
。

た
だ
、
険
し
く
難
儀
を
極
め
た
道
で
あ
っ

た
た
め
、
後
の
時
代
に
海
岸
寄
り
の
平
坦
な

ル
ー
ト
へ
、
大
幅
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
伊
佐
浜
「
新
造
佐
阿
天
橋
碑
」
資
料

か
ら
読
み
と
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

本
格
的
な
調
査
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
緑

地
に
残
る
歴
史
資
産
が
、
新
し
い
街
の
魅
力

に
少
し
で
も
寄
与
さ
れ
る
と
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
文
化
課
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今
回
は
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
の
緑
地
帯

で
調
査
が
行
わ
れ
た
、
歴
史
の
道
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

十
五
世
紀
後
半
以
降
、
琉
球
王
府
に
よ
っ

て
首
里
城
を
拠
点
と
す
る
幹
線
道
路
網
が

整
備
さ
れ
、
王
命
の
伝
達
や
役
人
の
往
来
、
租

税
の
運
搬
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
沖
縄
本
島
西
側
を
北
上
す
る

ル
ー
ト
は
西
海
道
（
せ
い
か
い
ど
う
）
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
恩
納
村
で
は
「
国
頭
方
西
海

道
」
、
浦
添
市
で
は
「
中
頭
方
西
海
道
及
び
普

天
間
参
詣
道
」
が
、
い
ず
れ
も
周
辺
文
化
財

と
セ
ッ
ト
で
、
国
指
定
史
跡
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。

▲ 現在の伊佐浜の埋立地  ２０１４（平成２６）年

中頭方西海道と思われる道跡と主な

湧水の位置

中頭方西海道と思われる道跡

▲ 伊佐浜の公有水面埋立地  １９６８（昭和４３）年

この年１月には約１８ha の埋立が竣工しました。

す
。
事
業
規
模
が
莫
大
だ
っ
た
た
め
、
な

か
な
か
政
府
の
認
可
が
下
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
１
９
６
７
（
昭
和
42

）
年
に
は
宜
野

湾
市
と
琉
球
政
府
設
置
の
琉
球
土
地
住
宅

公
社
を
事
業
主
体
と
し
た
公
有
水
面
埋
立

工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
翌
年
そ
の
一
部
が

竣
工
し
ま
し
た
。

左
上
の
写
真
は
、
１
９
６
８
（
昭
和
43

）

年
の
伊
佐
・
伊
佐
浜
の
航
空
写
真
で
す
。

海
岸
に
せ
り
出
た
部
分
が
最
初
に
埋
め
立

て
ら
れ
た
部
分
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

70

年
代
初
頭
に
現
在
の
宜
野
湾
浄
化
セ
ン

タ
ー
や
、
伊
佐
市
営
住
宅
な
ど
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
埋
め
立
て
開
発
は

続
き
、
現
在
の
西
海
岸
地
域
は
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
を
中
心
に
「
経
済
自
立
の
発
展
地

域
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
る
活
気
あ
る

街
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

市
立
博
物
館
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市
の
発
展
を
支
え
る
埋
め
立
て
地

宜
野
湾
市
は
市
域
を
普
天
間
飛
行
場
や

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
が
占
有
す
る
た
め
、
都

市
計
画
の
上
で
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
昭
和
30

年
代
後
半
頃

か
ら
西
海
岸
地
域
の
埋
め
立
て
が
検
討
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
１
９
６
４
（
昭
和

39

）
年
、
伊
佐
・
大
山
・
真
志
喜
・
宇
地
泊
・

大
謝
名
地
域
の
海
岸
を
埋
め
立
て
て
、
市

街
地
を
拡
大
す
る
計
画
が
決
ま
っ
た
の
で

西普天間住宅

地区の範囲

：湧水

喜友名泉

調査中の道跡

か


